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１．概要（Summary） 

細胞中を伝播する音響波を光で捉える計測技術により，

細胞力学特性の非侵襲計測を行うための実験系を構築

している．この実験系の重要な装置として，光照射に伴い

音響波を発生する金属薄膜試料が必要となる．そのため

MEMS 技術が必要である．今回，金属薄膜をカバーガラ

スの上にスパッタリングすることで作製した． 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 LL 式高密度汎用スパッタリング装置 
 8 インチ汎用スパッタ装置 
 ステルスダイサー 
 形状・膜厚・電気特性評価装置群 
【実験方法】 

細胞の力学特性を計測する前段階として，SiO2 と

Si3N4薄膜の力学特性を計測することを目的にスパッタ

装置を用いて試料を作製した．試料はガラス基板に 100 
nm 厚の Cr 薄膜，その上に，700 nm 厚の Si3N4薄膜， 
500 nm 厚の SiO2薄膜を形成した． 
試料の硬さと相関関係を有するブリルアン周波数を

我々が開発した測定システムにより計測した． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1 に示すように，作製した薄膜試料のブリルアン周

波数を計測することができた．それぞれの薄膜層からのブ

リルアン周波数は，文献値と一致していた．今後は金属

薄膜の上に細胞を培養し，培養細胞の計測を行う予定で

ある． 
 

 
Fig. 1 Recorded Brillouin oscillations and the 

corresponding time evolution of the Brillouin 
frequency showing a peak around 90 GHz and 44 
GHz from Si3N4 and SiO2, respectively. 
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